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  1  ISSP「職業意識」調査について

I S SP（Internat iona l  Soc ia l  Survey 
Programme）はNHK放送文化研究所が1993
年から参加している国際比較調査グループで，
毎年共通のテーマを設定し，各国語に翻訳し
た同じ調査票に基づいて各国で調査を行ってい
る。調査結果が出そろうのは実施から2，3年
後になり，今回報告する「職業意識」は2005
年の調査テーマである。

日本調査の概要は以下の通りで，結果につい
ては，本誌2006年4月号1）で報告している。

《日本調査の概要》

日本調査の報告の中でも触れているように，
調査が行われた2005年は日本ではゆるやかな
景気拡大の時期にあたり（いわゆる「いざなみ
景気」），失業率も改善傾向にあった。現在は

2008年に発生した世界金融危機の影響が続い
ており，調査時点とは日本以外も含め経済状況
がやや異なっている。

今回の分析に使用したデータは2005年の
ISSP職業意識（Work Orientations）のうち，
フランスを除く32の国と地域のデータである

（末尾の「※各国の調査方法と集計について」
を参照）。また年齢に関しては18～64歳のデー
タを使用した。ISSPでは調査対象年齢の上限
を定めておらず，サンプルの年齢構成も各国の
実態を反映したものにはなっているものの，国
によって年齢構成が大きく異なることがある。
本報告では職業を持っている人の分析が中心
となるため，年齢範囲をそろえて集計を行うこ
ととした。

  2  就業状況と仕事観

就業率の高い日本男性

まず初めに，職業を持っている人の率や仕事
観についてみていくことにする。図1は18 ～ 64
歳で現在職業を持っている人（収入を得るため
の仕事をしている人）の割合を国別に示したも
のである。割合が高いのは，ノルウェー，デン
マーク，カナダなどで，この3か国では職業を

仕事の満足度が低い日本人
～ISSP国際比較調査「職業意識」から～

世論調査部（社会調査）西　久美子 / （視聴者調査）荒牧　央　

調査時期	 2005 年 11 月19 日（土）～ 27 日（日）
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持っている人が80％を超えている。日本はそれ
よりは低いものの，78％で全体の中では高いほ
うである。一方，際立って低いのが南アフリカ
で，職業を持っていると答えた人は30％にすぎ
ない。そのほかドミニカ共和国，メキシコ，フィ
リピン，スペインでは60％を切っている。

日本の78％は男女をあわせた数字であり，
男性だけをみると参加国中唯一90％に達してい
る。日本の女性は68％で男性とはやや開きがあ

るが，女性だけでみた場合には他の国と比べて
決して低いわけではなく，どちらかといえば高
いほうに位置している。

次に，職業を持っている人が1週間に何時間
働いているかをみると（図2），時間が長いのは
韓国（49時間），台湾（47時間），ドミニカ共和
国（47時間）などで上位にはアジアの国が目立
つ。日本も43時間で韓国，台湾ほどではない
がやはり長いほうである。

図 1　職業を持っている人 図 2　1 週間の労働時間（有職者）
（　）は男性，女性の結果
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労働時間については国ごとにあまり大きな差は
ないが，概して職業を持つ人の割合が高い国ほ
ど労働時間が短く，職業を持つ人の割合が低い
ほど労働時間が長い，という傾向がみられる。そ
の中で，日本の場合は職業を持っている人の割
合も，労働時間も比較的多いという特徴がある。

仕事に対する意識は国による違いが大きい

図3は「仕事は収入を得るための手段であっ

て，それ以外のなにものでもない」という考え方
に「そう思う（どちらかといえばを含む）」と答え
た人の割合で，国によって結果が大きく異なっ
ている。割合が高いのはフィリピン，ブルガリア，
南アフリカ，スペインで，これらの国では60％
から70％の人が「そう思う」と答えている。ほか
にも東欧，南欧，中米の国などが比較的上位
に来ている。反対に「そう思う」が少ない，つま
り仕事に収入以外の価値も置いているのはノル

図 3　「仕事は収入を得る手段以外のなにものでもない」 図 4　「お金を稼ぐ必要がなくても仕事をもちたい」
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ウェー，スイス，スウェーデン，オランダなどで
あり，ヨーロッパや北米の，経済的に豊かな国
で占められている。日本は「そう思う」が39％で，
ちょうど両者の中間的な位置にいる。

次の図4は「たとえ，お金を稼ぐ必要がなく
ても仕事をもちたい」かどうかを聞いた結果で，
ヨーロッパの国に「そう思う（どちらかといえば
を含む）」の割合が高いところが多い。日本は
67％で，全体の中では高いほうで
ある。図4では図3ほど地域や経
済力によるはっきりした違いはない
が，図3と図4はおおむね逆の関
係にあり，「仕事は収入を得る手
段」が高い国で「お金を稼ぐ必要
がなくても仕事をもちたい」が低い
傾向がみられる。特にフィリピン，
チェコ，ブルガリアなどでは労働
時間も長く，これらの国では労働
時間の長さが仕事に対する姿勢に
影響しているのではないかと思わ
れる。

日本については他の国に比べる
と労働時間は長いが，「仕事は収入
を得る手段」は中ほど，「お金を稼
ぐ必要がなくても仕事をもちたい」
はやや高く，仕事をすることに対し
て特に消極的な考えをしているわ
けではないようである。

仕事をするうえで重要な条件は

それでは仕事のどのような要素
が重視され，国によってどのような
違いがあるのだろうか。表1は「失
業の心配がないこと」から「自分で
働く日や時間を決められること」ま

でのそれぞれについて，仕事をするうえで「重
要である（非常に重要であるを含む）」と答えた
人の割合である。差があまりない項目もあるが，
表では各項目で多いほうから8か国（上位25％
にあたる）を網掛けで，少ないほうから8か国

（下位25％にあたる）を太字で示した2）。全体
的にみて「失業の心配がないこと」，「おもしろ
いこと」，「収入が多いこと」などが「重要である」

表 1　仕事をするうえで重要なこと

失
業
の
心
配
が
な
い
こ
と

収
入
が
多
い
こ
と

昇
進
の
可
能
性
が
高
い

お
も
し
ろ
い
こ
と

自
分
ひ
と
り
で
で
き
る

人
助
け
が
で
き
る
こ
と

社
会
の
役
に
立
つ
こ
と

自
分
で
働
く
日
や
時
間

を
決
め
ら
れ
る
こ
と

ポルトガル 98 95 94 96 87 93 93 70 
メキシコ 98 92 97 93 86 90 90 79 
イスラエル 98 95 96 96 84 88 86 69 
ドミニカ共和国 83 93 94 90 86 91 89 81 
スペイン 97 95 90 91 84 84 83 79 
フィリピン 96 96 94 89 86 84 85 72 
ブルガリア 100 99 87 90 75 80 89 79 
南アフリカ 98 94 92 93 78 90 87 64 
韓国 98 93 93 93 74 83 86 70 
スロベニア 94 92 79 95 87 84 80 78 
アイルランド 93 79 87 98 84 90 89 58 
アメリカ 93 81 88 95 78 91 90 53 
旧東ドイツ 99 91 70 96 88 79 76 53 
カナダ 91 82 81 96 84 78 78 59 
オーストラリア 94 73 81 96 80 81 79 58 
ニュージーランド 92 72 83 97 83 79 74 62 
スイス 93 61 64 99 88 82 84 69 
旧西ドイツ 97 78 74 95 90 72 71 55 
ベルギー 96 79 79 95 76 70 64 65 
ハンガリー 99 94 69 82 74 74 78 49 
ラトビア 94 96 68 89 66 66 68 69 
台湾 95 75 72 87 54 80 83 68 
イギリス 95 75 78 95 72 71 68 55 
オランダ 89 62 69 90 88 72 64 64 
スウェーデン 92 76 50 95 81 66 56 73 
ロシア 91 95 64 85 60 65 73 56 
ノルウェー 93 70 52 98 81 65 61 63 
フィンランド 93 82 45 96 78 63 52 73 
キプロス 94 90 54 78 68 72 71 52 
チェコ 94 87 56 86 62 65 65 56 
デンマーク 82 62 39 97 90 70 62 60 
日本 86 78 24 78 35 67 73 54 

単純平均 94 84 74 92 78 78 76 65 
（「非常に重要である」＋「重要である」）

国の順番は 8 項目の平均が高い順
網掛けは各項目で上位 8 か国，太字は下位 8 か国

（％）
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と考える人が多い。
「失業の心配がないこと」はどの国でも重視

する人が非常に多いため，国による違いは小さ
いが，東欧のブルガリア，ハンガリー，旧東ド
イツや，南アフリカなどではほとんど全員が「重
要である」と答えている。また「失業の心配が
ないこと」が高い国は，「収入が多いこと」「昇
進の可能性が高いこと」の割合が高い国ともあ
る程度重なっている。
「おもしろいこと」も全体的に重要と考える人

が多く，国による差が小さいが，「失業の心配
がないこと」の場合と異なり，ヨーロッパのスイ
ス，ノルウェー，アイルランドなどやオセアニア
のオーストラリア，ニュージーランドが比較的割
合が高い。
「人助けができる」と「社会の役に立つ」の2

つも上位にある国がほぼ重なっている。ただし
地理的にはさまざまな地域にまたがっており，
国の経済力とはあまり関連がなさそうである。

「昇進」と「独立性」が低い日本

日本についてみると，「社会の役に立つこと」
だけが平均に近い程度で，どの項目でも「重要
である」と考える人が少ない。他の国との比較
でみる限りは，仕事をするうえで特に重視する
ことがないようにも思える。

もちろん，日本でも「失業の心配がないこ
と」や「収入が多いこと」，「おもしろいこと」は
80％前後の人が重要だと答えている。「社会
の役に立つこと」と「人助けができること」も
70％程度あり，決してこれらの要素が重視され
ていないわけではない。仕事の安定性や収入
については重要と考える人が多いが，国際的に
みると他の国ほどではないということである。

一方，「自分ひとりでできること」を重視する

人は35％，「昇進の可能性が高いこと」は24％
と非常に少なく，参加国中最も低い値になって
いる。日本では昇進の可能性や仕事の独立性
は，仕事の条件としては優先順位が低いようで
ある。

NHK放送文化研究所が5年に1度実施して
いる「日本人の意識」調査では「理想の仕事」を
尋ねる質問をしているが，1980年代以降，「仲間
と楽しく働ける仕事」が常に最も多い回答となっ

図 5　仕事の満足度
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ている3）。最新の2008年の調査で
は「仲間と楽しく働ける仕事」は
43％で，「健康をそこなう心配がな
い仕事」（34％），「専門知識や特技
が生かせる仕事」（29％），「失業の
心配がない仕事」（27％）などを上
回っている（1番目＋2番目の結果）。

ISSPの調査とは質問や回答の方
法が違うため一概にはいえないが，
日本では終身雇用や年功序列が長
い間雇用慣行であったためか，仕
事そのものの条件よりも，仕事をす
る雰囲気や人間関係のようなものが
考慮されるのかもしれない。

  3  有職者の職業意識

仕事の満足度が低い日本

ここからは，職業を持っている
人の職業意識が国によってどのよう
に違うかを見ていく。

図5は，「今の仕事にどの程度
満足していますか」という質問を7
段階で尋ねた結果のうち，「満足し
ている（完全に＋満足＋まあ）」と
答えた人の割合を国別に示したも
のである。全体の3分の2にあた
る22の国と地域では，「満足している」の割合
が80％以上を占めていて，全体的に，満足度
は高いことがわかる。中でもスイス，メキシコ，
アイルランドでは，満足度は90％以上となって
いる。一方，満足度が低い国はロシアや韓国で，
70％を切っている。日本は73％で，32の中で
はかなり低いほうに位置している。

　

仕事の評価　日本は最低

では，自分の仕事に対しては，どのように評
価しているのだろうか。
「失業の心配がない」や「収入が多い」「おもし

ろい」など8つの項目について，自分の仕事があて
はまるかどうかを尋ねた結果を表2に示した。表
中の数字は，「そう思う」（「どちらかといえば」を含
む）と答えた割合である。上位25％（1～ 8番目）

表 2　仕事の評価

（「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」）
国の順番は 8 項目の平均が高い順

網掛けは各項目で上位 8 か国，太字は下位 8 か国

（％）
失
業
の
心
配
が
な
い

収
入
が
多
い

昇
進
の
可
能
性
が
高
い

お
も
し
ろ
い

自
分
ひ
と
り
で
で
き
る

人
助
け
が
で
き
る

社
会
の
役
に
立
つ

自
分
の
能
力
を

高
め
ら
れ
る

フィリピン 68 40 44 73 83 89 83 82 
スイス 67 32 34 91 91 80 84 77 
アメリカ 73 27 39 85 78 87 81 83 
ドミニカ共和国 71 48 59 82 58 77 84 73 
アイルランド 76 34 37 82 76 82 77 74 
メキシコ 71 27 44 77 73 80 83 77 
デンマーク 72 38 21 84 93 73 71 73 
ニュージーランド 68 30 32 79 85 82 68 78 
カナダ 65 35 31 78 86 78 71 76 
スロベニア 73 44 29 75 76 76 74 72 
台湾 59 28 23 57 82 82 78 77 
旧西ドイツ 70 26 23 81 86 58 67 74 
オーストラリア 64 24 26 74 81 75 68 73 
旧東ドイツ 52 15 20 86 86 70 74 77 
ノルウェー 62 18 13 78 85 71 70 76 
イギリス 68 21 28 71 80 77 62 66 
フィンランド 60 29 20 74 80 66 61 73 
オランダ 62 25 24 74 85 64 58 67 
南アフリカ 61 27 41 66 61 69 71 63 
ポルトガル 62 15 37 73 61 71 77 58 
スウェーデン 65 19 21 74 79 67 66 63 
イスラエル 56 26 27 65 68 76 69 66 
ベルギー 65 23 26 74 78 58 57 66 
キプロス 54 32 18 57 41 77 77 61 
ハンガリー 55 15 15 58 68 71 75 47 
ブルガリア 43 18 24 57 50 65 81 65 
ロシア 63 29 25 55 44 59 75 51 
チェコ 51 16 14 59 69 56 76 55 
スペイン 69 26 24 55 51 52 64 53 
ラトビア 50 14 16 57 43 69 78 66 
日本 57 23 10 58 37 50 60 61 
韓国 39 16 26 44 56 59 49 42 

単純平均 62 26 27 70 71 71 72 68 
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に含まれるところは網掛けで，下位25％（25 ～
32番目）に含まれるところは太字で示した。8つの
項目の割合の平均値が高い国順に並べてある。

仕事への評価が高い国を見ていくと，スイス
は8つのうち，7つの項目が上位25％に含まれて
おり，中でも「おもしろい」と「社会の役に立つ」
は最も割合が高い。また，アメリカは6つ，フィ
リピン，ドミニカ共和国，アイルランド，メキシ
コは5つの項目が上位25％に含まれ，全体的に

自分の仕事に対する評価が高くなっている。
一方，韓国は，8つのうち7つの項目が下位

25％に含まれ，「失業の心配がない」「おもしろ
い」「社会の役に立つ」「自分の能力が高められ
る」の4つは最も割合が低い。また日本は6つの
項目が下位25％に含まれ，「昇進の可能性が高
い」「自分ひとりでできる」「人助けができる」の3
つが最も割合が低くなっている。日本は韓国と
ともに，今回調査を行った国や地域の中では，

図 6　「ぐったりと疲れて仕事から帰る」 図 7　「ストレスを感じる」　
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最も自分の仕事への評価が低いグループに属す
る。このほか全体的に評価が低かった国は，ラ
トビア，スペイン，チェコ，キプロスで，5つの
項目が下位25％に含まれている。

仕事のストレスが多い日本

働くことが，心身にどのような影響を及ぼして
いるかを知るために，ふだん「ぐったりと疲れて
仕事から帰る」や，「ストレスを感じる」といった

ことがどの程度あるのかを尋ねた。「いつもある」
「よくある」「ときどきある」「ほとんどない」「まっ
たくない」の5段階のうち，「いつも」または「よ
く」と答えた人の割合を図6・図7に示した。

まず，「ぐったりと疲れて仕事から帰る」につい
て見ると，ブルガリア，ハンガリー，南アフリカ，
フィリピン，ラトビアでは50％を上回り，日常的
に強い疲労を感じる人が多い。日本は37％で，
全体の中では低いほうである。オランダやベル

図 8　経営者と従業員の人間関係 図 9　同僚との人間関係  　
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ギーでは30％を下回っている。
「ストレスを感じる」では，韓国，ロシア，ス

ウェーデン，スロベニア，ハンガリーで40％を
超えて割合が高い。日本は38％で，日常的に
仕事のストレスを感じる人は，全体の中では割
合が高いほうに位置している。キプロスやチェ
コ，ニュージーランド，メキシコなど，30％に
満たない国もある。

職場での人間関係

「経営者と従業員」と「職場の同僚」という
職場における縦横の人間関係が，それぞれうま
くいっているかどうかを5段階で尋ねた。図8・

図9は，「非常に良い」と「まあ良い」と答えた
人の割合を示したものである。
「経営者と従業員」の人間関係では，「非常

に良い」と「まあ良い」を合わせると，すべて

図 10　「進んで仕事」 図 11　「職場に誇り」
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の国と地域で「良い」と感じている人が半数を
超えた。キプロスやスイスのように，「非常に良
い」だけで半数近くを占めているところもある
が，大半の国は「まあ良い」という割合が40％
～ 50％を占めている。日本は，「非常に良い」

（18％）と「まあ良い」（49％）を合わせて67％の
人が“良い”と答えているが，参加国の中では，
どちらかといえば低いほうに位置している。

次に，「職場の同僚」との人間関係を見ると，
「非常に」と「まあ」を合わせた「良い」と感じ
る人がすべての国と地域で70％を超え，全体
的に「経営者と従業員」よりも，職場の同僚と
の人間関係は良好だと考える人が多い。アイル
ランドとスイスでは，「非常に良い」という人が
60％を超えているが，多くの国では，「まあ良い」
が50 ～ 60％を占めている。日本は，「非常に
良い」が24％，「まあ良い」が58％で，足し合わ
せると80％を超えるが，他の国に比べると，と
くに高いというわけではない。

「転職しない」が多い日本

仕事や職場に対する意識については，「今の
職場が発展するように，進んで与えられた以上
の仕事をしたいか」（以下は「進んで仕事」），「今
の職場で働いていることに誇りを感じるか」（「職
場に誇り」），「今よりかなり高い給料をくれると
誘われても転職しないで今の組織にとどまりた
いか」（「転職しない」）という3点について尋ね
た。図10 ～ 12は，「そう思う（「どちらかといえ
ば」を含む）」の割合を示したものである。
「進んで仕事」では，ドミニカ共和国，アメ

リカでは80％を超えており，台湾，フィリピン，
スイスでも80％近くを占めて割合が高くなって
いる。日本は64％で，ちょうど中間あたりに位
置している。フィンランド，ロシア，ラトビア，
スペインでは40％を下回っている。職場のため
に前向きに仕事に取り組むかどうかという意識
は，国によって大きな差が見られる。
「職場に誇り」については，アメリカ，アイル

ランド，ドミニカ共和国，フィリピン，スイスな
どで80％前後を占めて割合が高い。日本は
56％で，全体の中ではやや低いほうに位置して
いる。ラトビア，ロシア，チェコ，ブルガリアで

図 12　 「転職しない」
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は，職場に誇りを持つ人は，50％に満たない。
「進んで仕事」と「職場の誇り」については，割
合が高い国と低い国が重なるところが多い。

一方，「転職しない」を見ると，ほとんどの国
が40％以下であるのに対して，ドミニカ共和国，
日本，スイスでは，50％前後を占めて割合が高
くなっている。

日本は，他の国に比べて，職場のために進ん
で仕事をしたり，職場に誇りを持っていたりする
人が多いというわけではないが，現在の職場で
働き続けたいという意識は強いといえるだろう。

仕事の満足度との相関

ここまで，仕事の評価，職場の人間関係，
職場に対する意識などの側面から見た職業意
識を概観してきたが，国によって，仕事の満足
度に差が見られるのは，何が影響しているのだ
ろうか。

国別の仕事の満足度と，各質問の単純集計結
果（％），1週間の労働時間（有職者の平均）につ
いて，相関係数を求めた結果を表3に示した。

仕事の満足度と正の相関が強いのは，仕事
の評価のうち「自分の能力を高められる」と「お
もしろい」，「経営者と従業員」および「職場の
同僚」との人間関係，そして「今の職場で働い
ていることに誇りを感じる」が挙げられる。ま
た，「ストレスを感じる」については，仕事の満
足度との負の相関が認められた。

全体の結果からは，仕事を通じて，スキルアッ
プやおもしろさを感じられたり，職場の人間関係
が良好だと考えたりする人が多い国，あるいは，
今の職場で働くことに誇りを感じる人が多い国で
は仕事の満足度も高くなり，一方，仕事に対する
ストレスを感じる人が多い国では，仕事の満足
度は低くなる，という傾向が示された。

  おわりに

ISSPの国際比較データの分析から見えてく
る，日本人の就業状況や職業意識の特徴につ
いてまとめると，以下のようになる。
・�18 ～ 64 歳で職業を持っている人の割合は高

く，労働時間も長い。
・�仕事をするうえで，「昇進」や「独立性」を重

要だと考える人は少ない。
・�職業を持っている人は，仕事の満足度が低く，

自分の仕事に対する評価が低い。
・�仕事のストレスを日常的に感じている人が多

い一方で，今の職場を離れようと考える人は
少ない。

表 3　 「仕事の満足度」との相関係数

仕事の評価

失業の心配がない 0.46 

収入が多い 0.37 

昇進の可能性が高い 0.46 

おもしろい 0.68 

自分ひとりでできる 0.52 

人助けができる 0.52 

社会の役に立つ 0.40 

自分の能力を高められる 0.73 

心身への影響
ぐったり疲れて帰宅 − 0.27 

ストレスを感じる − 0.60 

人間関係
経営者と従業員 0.72 

職場の同僚 0.60 

職場に対する
意識

進んで仕事 0.53 

職場に誇り 0.67 

転職しない 0.33 

週労働時間 − 0.22 

※ピアソンの相関係数
※網かけ　相関係数の絶対値≧ 0.6
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今回，報告できた調査結果は，国際比較デー
タの一部であり，貴重なデータを有効に活用し
ていくためにも，今後も多角的な分析を行って，
結果を報告していきたいと考えている。

（にし くみこ／あらまき ひろし）

※各国の調査方法と集計について

表4に各国の調査の概要，表5に今回の分析
に使った18〜64歳の性年層別のサンプル構成
を示した。世論調査データを比較するには，サ
ンプリングや調査方法が同じデータを用いるこ

＊個人…個人（調査対象者）を直接抽出する。
＊世帯…名簿等から世帯を抽出した後に，個人を抽出する。
＊地域…地域の範囲や建物などを抽出した後に，個人を抽出する。
＊ Kish 法／誕生日法…�	地域や世帯を抽出した後，個人を抽出するために用いられる手法。
	 Kish 法は乱数表から，誕生日法は調査時に最も誕生日が近い人などを抽出する。
＊ CAPI…Computer Assisted Personal Interview の略。コンピューターを使いながら行う聞き取り調査。

表 4　調査の概要

調査年 年齢範囲 有効回答数 調査方法 サンプリング方法 ウエイト集計

オーストラリア 2005 18 歳～ 1,988 郵送 層化／個人
旧西ドイツ 2006 18 歳～ 1,114 面前記入 層化２段階／個人
旧東ドイツ 2006 18 歳～ 587 面前記入 層化２段階／個人
イギリス 2005 18 歳～ 913 配付回収 層化３段階／住所（Kish 法） ○
アメリカ 2006 18 歳～ 1,518 面接（CAPI） 層化多段階／世帯（Kish 法） ○
ハンガリー 2005 18 歳～ 1,012 面接 層化２段階／個人 ○
アイルランド 2005 ～ 06 18 歳～ 1,001 面接 層化３段階／住所（誕生日法） ○
オランダ 2006 18 歳～ 925 郵送 ２段階／住所（誕生日法） ○
ノルウェー 2005 18 ～ 79 歳 1,322 郵送 ２段階／個人
スウェーデン 2005 18 ～ 79 歳 1,371 郵送 単純／個人
チェコ 2005 18 歳～ 1,226 面接 層化３段階／世帯（Kish 法） ○
スロベニア 2005 18 歳～ 1,002 面接 層化２段階／個人
ブルガリア 2005 18 歳～ 1,121 面接 ２段階／住所（誕生日法） ○
ロシア 2006 18 歳～ 1,605 面接 層化多段階／世帯（誕生日法） ○
ニュージーランド 2005 18 歳～ 1,309 郵送 単純／個人
カナダ 2006 18 歳～ 933 郵送 層化２段階／世帯（誕生日法） ○
フィリピン 2005 18 歳～ 1,200 面接 層化多段階／地域（Kish 法） ○
イスラエル 2005 18 歳～ 1,184 面接 層化多段階／住所（Kish 法）
日本 2005 16 歳～ 921 面接 層化２段階／個人
スペイン 2005 18 歳～ 1,203 面接 層化多段階／地域（Kish 法） ○
ラトビア 2005 18 ～ 75 歳 1,067 面接 層化３段階／住所（誕生日法）
フランス 2005 15 歳～ 1,620 郵送 ２段階／住所（誕生日法） ○
キプロス 2005 18 歳～ 1,000 面接 層化３段階／地域（Kish 法）
ポルトガル 2006 ～ 07 18 歳～ 1,837 面接 層化３段階／世帯（誕生日法） ○
デンマーク 2006 18 歳～ 1,598 郵送（一部電話） 単純／個人
スイス 2005 18 歳～ 1,078 面接（CAPI） 層化３段階／世帯（Kish 法） ○
ベルギー 2005 18 ～ 85 歳 1,338 配付 + 郵送回収 層化２段階／個人 ○
フィンランド 2005 15 ～ 74 歳 1,345 郵送 層化／個人 ○
メキシコ 2006 18 歳～ 1,401 面接 層化３段階／地域（Kish 法）
台湾 2005 18 歳～ 2,171 面接 層化３段階／個人
南アフリカ 2005 16 歳～ 2,884 面接 層化３段階／世帯（Kish 法） ○
韓国 2005 18 歳～ 1,613 面接（一部配付） ３段階／世帯（誕生日法）
ドミニカ共和国 2005 18 歳～ 1,958 面接（CAPI） 層化３段階／世帯（その他）
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とが求められるが，表4を細かく見ていくと，
ISSP参加国の中で，調査実施年，調査方法，
サンプリング方法は完全には統一されていな
い。しかし，国によっては日本の住民基本台帳
のような全国民の住所や属性を把握できるよう

な資料が存在しないなど，各国によって調査環
境はさまざまで，国際比較調査において，ある
程度の方法の相違はやむを得ないと思われる。
　今回の報告は，できるだけ多くの国のデータ
を使用することを目指したため，分析にあたっ

表 5　サンプル構成比

性年層６区分（％）
合計（人）男性

18 ～ 34 歳
男性

35 ～ 49 歳
男性

50 ～ 64 歳
女性

18 ～ 34 歳
女性

35 ～ 49 歳
女性

50 ～ 64 歳

オーストラリア 11 16 19 15 20 19 1,523

旧西ドイツ 14 19 16 15 20 16 853

旧東ドイツ 13 19 17 14 21 16 453

イギリス 15 16 15 22 18 15 676

アメリカ 15 18 14 16 22 14 1,273

ハンガリー 18 16 15 18 15 18 780

アイルランド 21 16 12 21 16 13 803

オランダ 10 18 16 16 25 14 774

ノルウエー 13 19 15 18 20 16 1,208

スウェーデン 16 15 17 16 18 18 1,149

チェコ 20 15 14 18 16 18 1,008

スロベニア 18 15 15 19 18 16 825

ブルガリア 19 16 14 18 16 16 832

ロシア 20 15 12 20 16 17 1,347

ニュージーランド 13 15 17 20 17 18 1,072

カナダ 14 15 17 21 20 13 683

フィリピン 20 19 11 21 18 10 1,074

イスラエル 21 12 15 22 17 13 908

日本 13 13 20 15 16 23 627

スペイン 21 17 12 20 17 13 966

ラトビア 15 15 11 18 23 18 899

キプロス 17 20 11 22 17 12 869

ポルトガル 20 16 12 20 17 16 1,384

デンマーク 10 15 21 14 19 22 1,156

スイス 19 17 15 15 19 16 838

ベルギー 17 19 15 16 18 15 1,106

フィンランド 17 15 18 16 18 17 1,113

メキシコ 26 15 8 27 16 9 1,331

台湾 20 19 12 19 17 13 1,853

南アフリカ 27 13 7 29 14 9 2,536

韓国 16 19 11 21 22 11 1,358

ドミニカ共和国 21 15 9 33 14 7 1,800
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ては，国別の単純集計結果から大まかな傾向
を把握することに努めた。

さらに，各国データやコードブックを精査し
たうえで，以下のようにデータを取り扱うことを
決め，集計を行った。
・�調査有効率が 10％台のフランスのデータはサ

ンプルの代表性に問題があるため，集計には
含めない。

・�調査の一部を電話法で実施しているデンマー
クは，郵送法で実施したデータのみを集計に
含める。

・�ドイツは，旧西ドイツ地域と旧東ドイツ地域に
分けて調査が実施され，有効率やサンプル
構成の比率が異なるため，データは合算せず
に，それぞれ集計する。

・�イギリスは北アイルランドを除くグレートブリテ
ン島，ベルギーはフランドル地域とブリュッセ
ルのみが調査対象で全国ではないが，便宜
上，国名を使用する。

また，過去のISSPの国際比較にならって，
集計は，選択肢の「わからない」や無回答を除
いて行った。これには各国の回答の傾向を際
立たせるねらいがある。

また，母集団とサンプルとの性や年齢，学歴
などの構成比を調整するためにウエイト値が設
定されている国については，データに重みづけ
をして集計した値を使用した。

注：
1）西久美子・河野啓，2006，「続く失業の不安と

仕事観の変容―ISSP『職業意識・2005』調査」
『放送研究と調査』56（4）: 26-41．

2）小数点第 1 位以下で四捨五入しているため，表
中では同じ数値であっても，網掛けや太字に
なっていない場合がある。表 2 についても同様

3）河野啓・高橋幸市，2009，「日本人の意識変化
の 35 年の軌跡（1）―第 8 回『日本人の意識・
2008』調査から」『放送研究と調査』59（4）: 
2-39．


